
理 科

４年 組分⑦

解 答

宗 問１ ア 問２ 食道 問３ ウ 問４ イ 問５ イ 問６ ウ

就 問１ ア 問２ ５ 問３ ウ 問４ 唄 10 欝 イ

問５ 記号 Ｃ 数字 49.5（くんで）

州 問１ ア 問２ ア 問３ ① ア ② エ ③ ○う （３つくんで） 問４ ウ

問５ 唄 サンヨウチュウ 欝 ① 蔚 ⑤

修 問１ ウ 問２ イ 問３ のび ２ 自然長 12 問４ １

問５ 自然長 18 台Ｒ 10（くんで）

解 説

就 問１ (ｲ)は 食 塩，(ｳ)は 硫 酸銅，(ｴ)はミョウバンの結 晶 です。
しょくえん りゅうさんどう けっしょう

問４ ビーカーには，水100ｇとホウ酸15ｇが入っています。20℃の水100ｇにホウ酸は５ｇまで溶ける
と

ので，ろ紙に残ったホウ酸の結晶の重さは，10ｇ（15－５）です。このとき，ろ液（液Ｒ）は飽和水
のこ えき ほう わ すい

溶液になっています。
ようえき

問５ 80℃の水300ｇにホウ酸は72ｇ（24×３）溶けます。水を200ｇ 蒸 発させて温度を80℃に保つと，
じょうはつ たも

水の 量 は100ｇ（300－200）になるので，ホウ酸は48ｇ（72－24）出てきます。水の量を変えずに温
りょう か

度を40℃にすると，45ｇ（(24－９)×３）が出てきます。水の量を半分にすると，60℃の水150ｇ

（300÷２）に，ホウ酸は22.5ｇ（15×(150÷100)）溶けるので，49.5ｇ（72－22.5）が出てきます。

州 問１・２ 扇 状 地は，川が山から急に平野に出るところで，水の流れが急におそくなり，堆積作用が
せんじょう ち たいせき

大きくはたらくようになることでできる地形です。

問３・４ つぶが大きい 順 に，レキ・砂・どろです。つぶが小さいどろはゆっくりしずむため，河口
じゅん すな か こう

から遠くまで流されて積もります。このことから，ボーリング 調 査をしたときにレキの層は海が浅
つ ちょう さ そう

いときに，どろの層は深いときに積もったことがわかります。

問５ 欝 ②のホタテからは，地層ができた環 境 が冷たい海であったことがわかります。
かんきょう つめ

蔚 ①～⑤のうち示準化石は③～⑤で，③マンモスはキョウリュウより新しい時代，④アンモナイト

はキョウリュウと同じ時代，⑤サンヨウチュウはそれより古い時代の生物です。

修 問３ （図２）で，ばねＡに10ｇのおもりＱをさらにつるしたときに２㎝（18－16）のびたことから，

ばねＡの自然長は12㎝（16－２×(20÷10)）とわかります。

問４ ばねＡが12㎝（24－12）のびていることから，ばねには60ｇ（10×(12÷２)）の重さがかかって

いるとわかります。おもりＰ１個，おもりＱ４個で，合計60ｇ（20×１＋10×４）になります。
こ

問５ （図３）ではおもりＰと台Ｒの重さによって縮み，（図４）では台Ｒの重さによってのびていま
ちぢ

す。（図３）でおもりＰが無かったとすれば，20ｇ分の縮みが無くなるので，ばねは８㎝（２×(20

÷５)）長くなって14㎝（６＋８）です。これと（図４）とを比べて，ばねＢは台Ｒによって，縮め

られると14㎝になり，のばされると22㎝になることがわかります。したがって，台Ｒによって４㎝

（(22－14)÷２）のび縮みするとわかり，自然長は18㎝（14＋４，22－４），台Ｒの重さは10ｇ（５

×(４÷２)）だとわかります。


